
　　
神
社
や
お
寺
へ
お
参
り
す
る
と
、屋

根
が
手
前
に
突
き
出
し
て
い
る
場
所

ご
は
い

で
参
拝
を
し
ま
す
。こ
こ
は
向
拝
と

い
っ
て
、い
つ
で
も
神
仏
を
礼
拝
で
き

る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
場
所
で

す
。参
拝
者
が
た
た
ず
む
こ
の
向
拝
に

は
ら

は
、邪
気
を
祓
う
た
め
に
龍
や
獅
子
・

ば
く

象(

じ
つ
は
貘)

な
ど
の
彫
物
が
よ
く

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
多
い
の

が
龍
の
彫
物
で
、皇
帝
の
権
威
を
象
徴

す
る
神
獣
で
あ
り
、日
本
の
国
土
を
守

　
戦
時
中
、館
山
に
は
多
く
の
軍

事
施
設
が
あ
っ
た
た
め
、多
く
の

市
民
や
家
族
に
様
々
な
戦
争
体
験

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
戦
当
時
ア
メ
リ
カ
に
い
た
小

平
さ
ん
は
、４
年
間
強
制
収
容
所

で
過
ご
し
た
体
験
の
持
ち
主
。25

年
前
、こ
の
事
実
を
本
に
ま
と
め

ま
し
た
が
、今
回
、貴
重
な
戦
争
資

料
と
し
て
後
世
に
残
す
た
め
、教

え
子
た
ち
に
よ
り「
ア
メ
リ
カ
強

制
収
容
所
」と
し
て
復
刊
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
時
の
収
容
所
の
様
子

を
小
平
さ
ん
が
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ

が
、２
月
19
日
〜
28
日
ま
で
、北
条

の
ア
ー
ク
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示

さ
れ
ま
す
。

「
戦
時
中
の
強
制
収
容
所
で
の
日

系
人
の
事
実
を
歴
史
の
中
で
埋
没

さ
せ
ず
、後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。多
く
の
人
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

市
民

シリーズ

209

234

第
一
一
九
七
一
号
　
こ
の
数
字
が
戦
時
中

収
容
所
で
の
私
の
姓
名
で
し
た

▲鶴谷八幡宮向拝

「
布
良
沖
で
ヨ
ッ
ト
か
ら
見
た
館

山
が
、夕
日
を
浴
び
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。そ
の
美
し
い
光
景
が

忘
れ
ら
れ
ず
、老
後
は
こ
の
地
に

永
住
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」

小
平
さ
ん
は
一
九
一
二
年（
大

正
元
年
）ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、太

平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
時
は
シ
ア

ト
ル
で
日
本
人
教
会
の
牧
師
を
し

て
い
ま
し
た
。戦
後
帰
国
し
、玉
川

大
学
外
国
語
学
部
教
授
と
し
て
69

歳
ま
で
教
鞭
を
と
り
昭
和
57
年
、

神
奈
川
県
大
和
市
か
ら
相
浜
に
転

居
し
て
き
ま
し
た
。「
住
み
始
め
て

23
年
に
な
り
ま
す
が
、地
域
の
人

は
み
な
親
切
で
人
情
味
が
あ
り
ま

す
。館
山
は
気
候
も
温
暖
で
時
間

の
流
れ
も
緩
や
か
に
感
じ
、住
み

心
地
は
最
高
で
す
。こ
こ
に
住
ん

で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

館
山
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
々

こ
だ
い
ら
な
お
み
ち

元
玉
川
大
学
教
授
小
平
尚
道
さ
ん

　「
シ
リ
ー
ズ
市
民
」で
は
、様
々
な
視

点
か
ら
市
民
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

市
外
か
ら
移
り
住
ん
で
、館
山
で
生
活

し
て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、「
館

山
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
々
」と
し
て
、

適
時
、紹
介
し
ま
す
。

著書と小平夫妻

ほ
り
も
の

社
殿
を
飾
る
彫
物

つ
る
が
や

ひ
ゃ
く
た
い

鶴
谷
八
幡
宮
の
百
態
の
龍

る
存
在
で
あ
り
、庶
民
の
信
仰
で
は
竜

神
や
竜
王
と
呼
ば
れ
る
水
の
神
と

な
っ
て
広
く
親
し
ま
れ
た
モ
チ
ー
フ

で
し
た
。

　
こ
う
し
た
社
寺
の
装
飾
彫
刻
は
、江

戸
時
代
後
期
に
全
国
各
地
の
村
々
で

増
え
て
い
き
ま
し
た
。こ
の
時
期
は
人

目
を
引
く
装
飾
を
注
文
ど
お
り
に
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
に
、庶
民
の

経
済
力
が
つ
い
て
き
た
時
代
で
し
た
。

　
彫
物
師
も
ま
た
江
戸
時
代
の
中
頃

か
ら
専
業
化
し
、芸
術
家
と
し
て
の
自

負
を
も
っ
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
時
期
で
、作
品
に
は
絵
師
と
同

じ
よ
う
に
名
前
を
彫
り
込
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。江
戸
時
代
の
後
期
は
、庶

民
の
身
近
か
に
芸
術
が
や
っ
て
き
た

時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、幕
末
の

文
久
年
間
に
鶴
谷
八
幡
宮
で
社
殿
の

再
建
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。安
房

国
内
の
村
々
や
領
主
た
ち
か
ら
寄
付

を
募
り
、安
房
国
総
社
と
し
て
の
面
目

を
か
け
た
大
工
事
で
し
た
。こ
の
と

き
、拝
殿
の
向
拝
天
井
に「
百
態
の
龍
」

と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
龍
の

彫
物
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。今
も

天
井
を
飾
る
こ
の
彫
刻
は
、安
房
の
彫

物
師
を
代
表
す
る
千
倉
の
後
藤
義
光

の
作
と
し
て
知
ら
れ
、館
山
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
文
久
元(

一
八
六
一)

年
か
ら
準
備

が
始
ま
り
、拝
殿
本
体
の
完
成
に
後
れ

る
こ
と
３
年
に
し
て
、よ
う
や
く
慶
応

２(
一
八
六
六)

年
８
月
５
日
、八
幡
の

祭
礼
を
目
前
に
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

百
態
と
は
い
い
な
が
ら
、実
際
の
龍
の

数
は
55
態
。「
百
」と
は「
た
く
さ
ん
の
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
一
尺
四
方
の
格
天
井
54
枚
に
囲
ま

れ
て
、中
央
に
９
枚
分
の
大
き
さ
の
鏡

天
井
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の

天
井
は
142
人
の
人
々
が
寄
進
を
し
ま

し
た
。鏡
天
井
は
新
宿
の
５
人
の
商
人

が
奉
納
し
、他
の
格
天
井
は
八
幡
や
那

古
を
中
心
に
、１
枚
を
１
人
か
ら
４
人

で
奉
納
し
て
い
ま
す
。な
か
に
は
北
条

出
身
の
大
相
撲
力
士
で
、明
治
に
な
っ

て
大
関
に
出
世
し
た
轟
平
吉（
の
ち
の

象
ケ
鼻
平
助
）が
寄
進
し
た
格
天
井
も

あ
り
ま
す
。寄
進
し
た
人
々
の
名
前
は

そ
れ
ぞ
れ
の
天
井
板
に
刻
ま
れ
、自
ら

の
邪
気
払
い
も
願
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

▲百態の龍

　
市
立
博
物
館
の
３
月
の
休
館
日

は
、７
日
、14
日
、22
日
、28
日
で
す
。
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館山市消防出初式

市民の期待に応えるため全力投球

館
山
市
消
防
団（
団
長
山
田
一

夫
、団
員
387
人
）に
特
別
参
加
の
洲

崎
婦
人
消
防
隊
の
15
人
も
加
わ

り
、出
初
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

規
律
の
と
れ
た
団
員
と
消
防

車
の
入
場
で
開
式
、辻
田
市
長
か

ら
団
員
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
激
励

の
式
辞
と
山
田
団
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、来
賓
諸
氏
に
よ
る
観
閲
で

服
装
点
検
と
車
両
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。（
写
真
上
）

そ
の
後
、昨
年
度
新
型
車
を
配

置
さ
れ
た
第
１
分
団
第
１
部
と
第

３
分
団
第
７
部
に
よ
る
披
露
放

水
。青
い
空
を
背
景
に
、火
点
に
向

け
た
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
学
し
て
い
た
市
民
は「
統
制

   今回、表彰を受けた団員だけではなく、
全ての団員が生業を持つかたわら、精力的
に団活動に取り組んでいます。
　昨年は市内36件の火災出動をはじめ、
台風・大雨・暴風の警戒には、延べ1,085
名、行方不明者の捜索には延べ278名もの
人員が出動しました。日頃から、火災に備
えて、夜間や休日に放水訓練・規律訓練・水
利点検・機械器具点検・冬期夜警などにあ
たっています。　　　　　　　　　　　　
出初式では、日頃の訓練の成果を発揮し、

　
千
葉
県
知
事
功
労
章
／
早
川
幹

は
は
か
べ

雄（
本
部
付
分
団
長
）、波
々
伯
部

真（
第
４
分
団
分
団
長
）、長
田
三

　
男（
第
８
分
団
分
団
長
）、川
名

正
浩（
第
８
分
団
副
分
団
長
）、平

塚
英
雄（
12
部
部
長
）

　
千
葉
県
知
事
精
勤
章
／
出
口
弘

幸（
第
６
分
団
分
団
長
）、礒
邊
博

昭（
第
１
分
団
分
団
長
）、川
名
博

義（
第
９
分
団
分
団
長
）、飯
沼
智

（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章
／

安
西
竹
松（
第
７
分
団
副
分
団

長
）、渡
邉
進（
11
部
班
長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章
／

富
宮
和
弘（
８
部
部
長
）、青
木
弘

紀（
９
部
部
長
）、吉
野
隆
志（
８
部

班
長
）、大
内
実（
20
部
班
長
）

　
防
災
対
策
監
章
／
海
老
原
正
人

（
15
部
部
長
）、加
藤
敦（
24
部
部

長
）、君
塚
一
友（
８
部
班
長
）、齊

藤
裕
司（
９
部
班
長
）、福
島
基
之

（
11
部
班
長
）

　
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
長
章
／
石
井
利
郎（
20

部
部
長
）、嶌
田
紀
之（
１
部
部

長
）、堀
口
秀
雄（
３
部
部
長
）、島

本
一
樹（
10
部
班
長
）、長
田
正
一

（
16
部
班
長
）、今
井
賢
二（
26
部
班

長
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

功
労
章
／
森
田
圭
一（
１
部
班

長
）、川
間
強（
２
部
班
長
）、幾
川

ま
さ
の
ぶ

雅
統（
３
部
班
長
）、村
田
修（
19
部

班
長
）、加
藤
誠（
19
部
班
長
）、伊

原
真
一（
11
部
団
員
）、鈴
木
茂（
16

部
団
員
）、安
田
邦
夫（
20
部
団
員
）

　
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

精
勤
章
／
加
藤
直
樹（
第
２
分
団

副
分
団
長
）、羽
山
幸
夫（
５
部
部

長
）、龍
崎
豊
和（
13
部
部
長
）、岩

城
勇
司（
２
部
班
長
）、神
崎
久
芳

（
５
部
班
長
）、熊
澤
良
彦（
12
部
班

長
）、飯
田
暁（
７
部
団
員
）、石
井

庄
一（
24
部
団
員
）、龍
�
晃（
27
部

団
員
）

　
館
山
市
消
防
団
長
精
勤
章
／
須

田
秀
之（
第
９
分
団
副
分
団
長
）、

相
川
義
明（
26
部
部
長
）、篠
塚
和

則（
27
部
部
長
）、�
�
和
広（
１
部

班
長
）、庄
司
豊（
３
部
班
長
）、林

哲
也（
10
部
班
長
）、豊
�
茂
樹（
17

部
班
長
）、鈴
木
浩
之（
18
部
班

長
）、鈴
木
豊
次（
26
部
班
長
）、�

な
お
よ
し

尾
直
克（
１
部
団
員
）、小
林
真
一

（
２
部
団
員
）、安
田
典
弘（
９
部
団

員
）、長
井
隆
行（
11
部
団
員
）、滝

口
良
範（
16
部
団
員
）、井
月
英
二

（
16
部
団
員
）、寺
田
正
和（
16
部
団

員
）、田
邉
直
広（
16
部
団
員
）、島

田
惠
一（
17
部
団
員
）、島
田
弘
之

（
17
部
団
員
）、島
田
卓（
17
部
団

員
）、石
井
智（
17
部
団
員
）、伊
藤

昌
幸（
17
部
団
員
）、島
田
淳(

17
部

団
員
）、松
崎
正
久（
18
部
団
員
）、

伊
佐
貞
治（
19
部
団
員
）、加
藤
和

美（
19
部
団
員
）、石
井
勝
之（
20

部
団
員
）、鈴
木
広
和（
24
部
団

員
）、伊
佐
幸
洋（
26
部
団
員
）、小

濱
文
夫（
26
部
団
員
）

　
館
山
市
消
防
団
長
機
関
員
章

／
豊
�
茂
樹（
17
部
班
長
）、石
橋

真（
27
部
班
長
）、森
田
紀
明（
１

部
団
員
）、和
泉
澤
順
一（
３
部
団

員
）、羽
山
則
武（
５
部
団
員
）、川

上
裕（
７
部
団
員
）、市
川
久
夫（
９

部
団
員
）、�
橋
養
輔（
11
部
団

員
）、安
西
健
雄（
14
部
団
員
）、出

口
三
敏（
15
部
団
員
）、小
林
郁
郎

（
17
部
団
員
）、竹
�
良
純（
19
部

団
員
）、石
井
信
幸（
24
部
団
員
）、

須
田
久
雄（
27
部
団
員
）

　
館
山
市
消
防
団
長
表
彰
感
謝

状（
内
助
者
）／
鈴
木
和
子
、長
田

き
み
代
、波
々
伯
部
由
紀
子
、平

塚
た
ま

退
職
者
表
彰
受
賞
者
名
簿
　

　
消
防
庁
長
官
15
年
以
上
勤
続

退
団
者
表
彰
／
山
口
俊
彦（
元
副

分
団
長
）、田
丸
一
文（
元
部
長
）、

鳥
山
誠（
元
部
長
）、鈴
木
隆
文（
元

部
長
）、鈴
木
弘
之（
元
部
長
）、増

田
邦
男（
元
団
員
）、石
井
文
一（
元

団
員
）

七
七七

新春恒例の館山市消防出初式が先月７日、コミュニティセンター第１駐車場と南総文化ホール大ホールで挙
行され、市内消防団が勢ぞろいしました。点検や披露放水を行うとともに、地域防災に尽力した功労者の表彰を
行いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ／社会安全対策課（�22-3442）

永永永永永
年年年年年
ののののの
功功功功功
労労労労労
ににににに
光光光光光

規律正しく新春に映える

　館山市消防団は現在、団長以下387人の

団員が市民の生命・財産を守るため、火災

や台風などの災害に出動したり、行方不明

者の捜索などの活動を行っています。

　これまでこうした活動に対し、消防庁長

官表彰などを受章。平成12年には日本消

防協会から「特別表彰まとい」を受章しま

した。　日常、機械器具の点検や消防自動

車の試運転、規律訓練などを行い、出動に

備えています。

　さらに奉仕活動などを通じて、地域に密

着し、充実した消防活動をめざしていま

す。

披露放水 が
と
れ
て
い
て
、気
持
ち
い
い
で

す
ね
。昨
年
は
台
風
が
数
多
く
来

た
り
、新
潟
で
地
震
が
発
生
し
た

り
と
防
災
に
関
し
て
不
安
に

館山市消防団長 山田一夫さん

市
民
に
と
っ
て
頼
も
し
い
存
在

整列する消防団

来賓の方々より多くのお褒めのお言葉を頂戴し、大変うれしく感
じています。私としては、もっと消防団活動を理解してもらい、よ
り多くの市民にご覧いただきたかったと思っています。
　若い団員の確保など難しい問題もありますが、市民の生命・財産
を守る為、より一層の努力をしていきたいと考えています。

館山市消防団の活動

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。消
防
団
の
皆
さ
ん
は
、

災
害
が
発
生
す
る
と
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、頼
り
に

し
て
い
ま
す
」と
頼
も
し
げ

に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。　

そ
の
後
、会
場
を
南
総
文
化

ホ
ー
ル
に
移
し
、表
彰
式
を

開
催
。千
葉
県
知
事
功
労
賞

を
は
じ
め
各
章
を
、地
域
防

災
に
永
年
尽
力
し
た
消
防

団
員
が
受
章
し
ま
し
た
。受

章
さ
れ
た
団
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ら せお 知



　
小
さ
い
頃
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
好

き
で
、ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
し

た
。今
は
音
楽
大
学
に
通
い
、将
来

４５ だん暖たてやま 平成17年２月１日

（5）結いの会

たてやまの

結
い
の
会
は
在
宅
の
高
齢

者
や
障
害
者
、そ
の
家
族
な
ど

手
助
け
が
必
要
な
人
に
、地
域

に
根
ざ
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
り
、高
齢
者
が
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
、体
力
・

健
康
の
維
持
運
動
を
推
進
し
、

人
々
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、平
成

14
年
５
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。

会
の
活
動
は
、７
人
の
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
、介
護
保
険
制
度

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
訪
問
介
護
事
業
。ま

た
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

し
て
い
く
た
め
、ほ
ん
の
さ
さ

い
な
困
っ
て
い
る
こ
と
を
、わ

ず
か
な
負
担
で
お
手
伝
い
す

る「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」

運
動
。

そそそそそうううううめめめめめんんんんんののののの会会会会会（（（（（地地地地地域域域域域住住住住住民民民民民とととととののののの交交交交交ををををを）

そ
し
て
、「
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
。排
泄
は
最
後
ま
で
自
力
で
！
」

を
合
言
葉
に
、動
か
さ
な
く
な
り

衰
え
た
筋
力
を
戻
す
運
動
の
講
習

「
生
き
生
き
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
」。

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
は
参
加
無

料
。毎
月
第
３
土
曜
日
、午
後
２
時

か
ら
３
時
ま
で「
菜
の
花
ホ
ー
ル
」

で
、県
立
館
山
運
動
公
園
の
岡
本

富
俊
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
専
門

的
に
指
導
し
ま
す
。

会
長
の
吉
田
英
雄
さ
ん
は「
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
学
ん
で
、身

体
が
楽
に
な
っ
た
人
も
多
く
い
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、私
た
ち
と
一
緒
に
運
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。ま
た
、会
で

は
、地
域
の
高
齢
者
、障
害
者
、子

供
が
一
緒
に
交
流
で
き
る
場
を
設

け
る
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

健康手帳の無償配布
「健康手帳」は、各種検診、健康相談、保健サービス、病院
などへ受診、薬、血圧・体重などの内容を記録できるもの
で、自分自身の健康履歴を知ることができます。
　また、健康に関する豆知識などが掲載されており、
日々の健康管理に役立てていただけるものです。
　問合せ／健康管理課（�23－3113）

▼どのように利用するの？

▼どこで配布しているの？

は
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
に
つ
く
こ
と
も
考
え
、そ
の

場
を
取
り
つ
く
ろ
う
の
で
は
な

く
、責
任
あ
る
発
言
と
行
動
を
心

が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
新

藤
紗
江
さ
ん
）

　
自
分
で
作
っ
た
四
字
熟
語
で
、

し
ょ
う
け
い
き
ゃ
っ
か

「
照
傾
脚
下
」を
座
右
の
銘
に
し
て

い
ま
す
。足
元
に
灯
り
を
照
ら
し

て
、急
が
ず
に
一
歩
一
歩
着
実
に

進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
は
ま

だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、ジ
ー
ジ
ャ

ン
、ジ
ー
パ
ン
が
似
合
う
か
っ
こ

い
い
50
代
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

（
三
平
泰
丈
さ
ん
）

新藤紗江さん

三平泰丈さん

責
任
あ
る
発
言
と

言
動
を
心
が
け
た
い

　
今
年
、市
内
で
は

596
人（
男
325
人
、女
271

人
）が
新
た
に
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

　
先
月
９
日
、南
総

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
成
人
式
に
は
、

488
人（
男
265
人
、女
223

人
）が
参
加
。二
十
歳

の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。新
成
人
を
代
表

し
て
、新
藤
紗
江
さ

ん
が
市
民
憲
章
を
朗

読
。三
平
泰
丈
さ
ん

が
二
十
歳
の
誓
い
を

述
べ
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
中
央
公

民
館（
�
23
―
３
１

１
１
）

　
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

で
は
、専
門
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な

ど
の
実
践
者
を
招
き「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
南
房
総
」を
開
催
し
ま
す
。

　
南
房
総
地
域
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
と
方
策
を
探
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
加
し
て
い
る
人
や

地
域
の
活
性
化
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
26
日（
土
）午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

　
場
所
／
館
山
商
工
会
館

　
基
調
講
演
／『
み
ん
な
が
主
役

！
房
総
を
元
気
に
す
る
Ｃ
Ｂ
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
は
何
か
』Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

え
い

セ
ン
タ
ー
　
永
沢
映
氏

　
事
例
発
表
／『「
地
域
産
業
と
孵

卵
器
」〜
枇
杷
倶
楽
部
の
試
み
〜
』

富
浦
町
総
務
課
長 

加
藤
文
男
氏

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
地

域
の
元
気
を
呼
び
覚
ま
す
〜
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
再
活
性
化
の
切
り
札
さ
ぐ
る
！

再
活
性
化
の
切
り
札
は
民
産
学
官

の
協
働
か
ら
〜
』千
葉
大
学
工
学

部
清
水
忠
男
教
授
ほ
か

　
パ
ネ
ル
展
／
千
葉
大
学
工
学

部
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
パ
ネ
ル
展
示（
午

後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
、会

場
内
）

　
交
流
会
／
パ
ネ
リ
ス
ト
・
参
加

者
等
に
よ
る
交
流
会（
午
後
４
時

45
分
か
ら
午
後
６
時
、会
場
内
）

　
定
員
・
参
加
費
／
300
人
、参
加
費

無
料（
交
流
会
へ
の
参
加
は
事
前

申
込
み
で
30
人
、参
加
費
500
円
）

　
問
合
せ
／
企
画
課（
�
22
―
３

１
５
２
）、り
そ
な
総
合
研
究
所
・

研
究
開
発
部（
�
048
―
824
―
６
２

４
１
）

　
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、さ
ま
ざ

ま
な
眼
の
疾
患
に
よ
り
日
常
生
活

に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
を
意

味
し
ま
す
。

　
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
千
葉
で

は
、ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
者
の
生
活
の

質
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
に
、

関
係
施
設
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

り
、密
接
に
連
携
を
と
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
た
め
の
支
援
に
つ

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
２
月
13
日（
日
）午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　
会
場
／
千
葉
市
民
会
館

　
内
容
／
講
演「
小
児
の
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
ケ
ア
」「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

ケ
ア
の
実
際
」、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
千
葉
講
演
会

日
時
／
２
月
27
日（
日
）午
前

　
　
10
時
か
ら
午
後
３
時

場
所
／
雁
月
庵（
城
山
公
園
）

費
用
／
一
服
300
円

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化

係（
�
22
―
３
６
９
８
）

月
　
釜

カ
ッ
シ
ョ
ン「
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ

ア
を
考
え
る
」

　
参
加
費
／
千
円

　
問
合
せ
／
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア

千
葉
事
務
局
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
千
葉
県
支

部
　
太
田
浩
二（
�
043
―
270
―
７

３
０
０
）

596人が二十歳の門出

一
歩
一
歩
着
実
に

皆さんの健康管理に活用ください

　健康管理課（保健センター）の窓口で随時配布しています。各種検診、
健康相談や健康教室などの会場でも希望する人に配布しています。
　また、市民課では老人保健法医療受給者の人に配布しています。

　市では40歳以上の人に、健康に関する
医療や検査の記録を機能的にまとめるこ
とのできる、健康手帳を配布しています。

　健康管理に、健康診査の記録や体の状態を記録し、医療を受けるとき
や健康相談・機能訓練のときに持参します。医師や保健師が、これまでの
健康状態の経歴がわかり、医療や指導を受ける時の参考になります。

総合検診（問診）

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
自
立
を
め
ざ
す

会長／吉田英雄
事務所／北条1511
会員数／12人
電話／23-8554
活動分野／保健・医療・福祉　
設立／平成14年5月

結いの会

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
。排
泄
は
自
力
で
！

生き生きストレッチング

ら せお 知



　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
で
は
、平

成
17
年
４
月
入
学
生
の
二
次
募
集

６７ だん暖たてやま 平成17年２月１日

集募
　
４
月
か
ら
、ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
が
廃
止
に
な
り
、直
接
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
に
な
り
ま
す
。

４
カ
月
か
ら
４

歳
未
満
ま
で
の

期
間
か
ら
大
幅

に
短
く
な
り
ま

す
。

　
市
で
は
、４

月
以
降
も
毎
月

１
回
集
団
で
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
を
実

施
し
、各
月
の

実
施
日
に
３
カ

月
を
迎
え
る
子

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
生
後
３
ヵ
月
か
ら
５
ヵ
月
ま
で
に

　
コ
ー
ラ
ル
会
議
は
、市
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
関
し
て
、調

査
研
究
や
意
見
交
換
を
行
な
い
、男

女
平
等
社
会
の
実
現
、意
識
づ
く
り

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
11
年
度
に
市
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
、「
館
山
市
男

女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」・「
総
合

計
画
」の
策
定
に
関
わ
る
意
見
、提

言
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今

回
、委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、新

た
に
４
期
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
委
員
は
、関
係
団
体
な
ど
か
ら
の

選
出
と
一
般
公
募
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。主
な
職
務
は
、14
年
度

に
策
定
さ
れ
た「
館
山
市
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン
」を
19
年
度
に
見

直
す
た
め
、基
礎
資
料
と
な
る
市
民

意
識
調
査（
18
年
度
実
施
）に
向
け

た
会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
あ
な
た
の
意
見
を

　
市
立
博
物
館
と
菜
の
花
ホ
ー
ル

で
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。と

も
に
雇
用
予
定
期
間
は
、平
成
17

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年
９
月

30
日
ま
で
で
、期
間
更
新
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。受
付
期
間
は
２
月

15
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
で
、３

月
に
口
述
試
験

（
面
接
）を
実
施

し
ま
す
。

▼
市
立
博
物
館

　
職
種
／
受
付

事
務

　
勤
務
時
間
／

本
館
と
分
館
に

隔
月
に
勤
務

し
、勤
務
日
数
は
月
に
11
日
程
度
。

本
館
の
平
日
は
繁
忙
期
を
除
き
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
の
６
時
間
勤
務
。土
日
祝

日
、繁
忙
期
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
８
時
間

勤
務
。分
館
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
８
時
間

勤
務
。

　
賃
金
／
時
間
額
845
円

　
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日（
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、年
末
年
始

（
分
館
は
年
始
勤
務
あ
り
）

　
申
込
方
法
／
写
真
を
貼
付
し
た

履
歴
書
を
市
立
博
物
館
本
館
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
。郵
送
の

市
立
博
物
館
と
菜
の
花
ホ
ー
ル
で 

臨
時
職
員
の
募
集

コ
ー
ラ
ル
会
議
の
委
員
を
公
募

たくさん電気を使う
家電製品のトップ４は
①エアコン
②冷蔵庫
③照明器具
④テレビ

　
２
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月

間
」で
す
。便
利
で
つ
い
使
っ
て

し
ま
う
電
気
で
す
が
、関
東
電
気

保
安
協
会
で
は
省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
し
、省
エ
ネ
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
設
定
温
度
は
控
え
め
に
／
冬
の

室
内
の
設
定
は
20
度
を
目
安
に
、

冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
は
弱
め
に

　
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
／
見
て
い

な
い
テ
レ
ビ
や
不
要
な
照
明
は
こ

ま
め
に
切
っ
て

　
法
律
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
、

対
象
年
齢
も
生
後
３
カ
月
か
ら
５

カ
月
ま
で
と
、こ
れ
ま
で
の
生
後

ど
も
を
対
象
に
通
知
し
ま
す
。接

種
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、市
で

行
う
集
団
接
種
を
受
け
る
機
会
は

３
回
だ
け
と
な
り
、注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。生
後
６
カ
月
に

な
る
と
市
で
の
集
団
接
種
は
受
け

　
千
葉
県
知
事
選
挙
は
３
月
13
日

（
日
）に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
に
伴
う
期
日
前
・
不

在
者
投
票
の
期
間
は
、２
月
25
日

（
金
）〜
３
月
12
日（
土
）で
す
。

　
投
票
で
き
る
人
は
、昨
年
11
月

23
日
ま
で
に
館
山
市
に
住
所
を
定

め
た
人
で
、昭
和
60
年
３
月
14
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
た
だ
し
、昨
年
11
月
24
日
以
降

３
月
13
日（
日
）に
千
葉
県
知
事
選
挙

に
館
山
市
に
住
所
を
定
め
た
人
で

も
、県
内
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
、

投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
す
る
前
に
県
外
に
転
出
し

た
人
は
、投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

（
�
22
―
３
５
２
３
）

ら
れ
な
く
な
り
、各
自
が
医
療
機

関
で
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
料
金
は
自
己
負
担
）

　
今
年
度
内
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
と
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、次
の
と
お

り
で
す
。現
在
の
接
種
方
法
の
最

後
は
、３
月
の
日
程
で
、平
成
13
年

３
月
19
日
か
ら
16
年
10
月
20
日
生

ま
れ
が
対
象
で
す
。市
で
は
、未
接

種
の
子
ど
も
に
接
種
を
呼
び
か
け

　
市
で
は
、家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ガ

ラ
ス
類
の
う
ち
、ガ
ラ
ス
び
ん
は
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
王
冠
、ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
が

混
入
し
て
い
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
く
な
る
た
め
、び
ん
を
出
す
と

き
は
、王
冠
や
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
の
ふ
た
を
は
ず
し
、軽
く
水
洗
い

し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
化
粧
品
が
入
っ
て
い
た
び
ん
や

耐
熱
ガ
ラ
ス
は
、異
質
ガ
ラ
ス
で
、

再
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

て
い
ま
す
。

▼
年
度
内
の
日
程

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
／
２

月
16
日（
水
）、３
月
16
日（
水
）

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
／
２
月
18
日（
金
）、３

月
18
日（
金
）

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課（
�
23

―
３
１
１
３
）

　
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト
／
就
寝
や

外
出
時
は
、常
時
通
電
が
不
要
な

電
気
製
品
は
、プ
ラ
グ
を
抜
い
て
。

　
問
合
せ
／
関
東
電
気
保
安
協
会

（
�
23
―
２
８
８
１
）

耐
熱
・
異
質
ガ
ラ
ス
は
金
属
類
に

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
廃
止
に

暖
房
設
定
控
え
め
に 

省
エ
ネ
月
間

　
王
冠
、ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
、蛍
光

管
、鏡
、化
粧
品
の
入
っ
て
い
た
び

ん
、耐
熱
ガ
ラ
ス
、せ
と
も
の
な
ど

は
金
属
類
の
日
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
キ
ャ
ッ
プ
は
燃
せ
る
ご
み
の

日
に
出
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
�
22
―

３
３
５
４
）

た
、研
修
会
や
市
主
催
の
講
演
会
へ

の
参
加
、地
域
へ
の
情
報
提
供
等
を

行
い
ま
す
。

　
対
象
／
市
内
在
住
、勤
務
の
20
歳

以
上
の
人（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
募
集
人
数
／
５
人
程
度

　
任
期
／
２
年（
平
成
17
年
４
月
１

日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
応
募
方
法
／「
コ
ー
ラ
ル
会
議
委

員
希
望
」と
し
、氏
名
、性
別
、年
齢

（
生
年
月
日
）、職
業
、住
所
、電
話
番

号
、応
募
の
動
機
を
簡
単
に
記
入
し

て
、Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

応
募
先
ま
で
。

　
締
切
／
２
月
25
日（
金
）（
当
日
必

着
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８
６

０
１  

秘
書
広
報
課
男
女
共
同
参
画

係（
�
22
―
３
１
３
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23

―
３
１
１
５)

、
Ｅ
メ
ー
ル

hisyoka@
city.tateyam

a.
chiba.jp

場
合
は
２
月
28
日（
月
）必
着
。

　
問
合
せ
／
市
立
博
物
館（
�
23

―
５
２
１
２
）

▼
菜
の
花
ホ
ー
ル

　
職
種
／
夜
間
管
理
人

　
勤
務
時
間
／
午
後
５
時
10
分
か

ら
午
後
９
時
30
分（
勤
務
日
数
は

月
に
15
日
程
度
）

　
賃
金
／
日
額
５
千
135
円

　
休
館
日
／
毎
月
第
３
日
曜
日
、

祝
日
、年
末
年
始

　
申
込
方
法
／
写
真
を
貼
付
し
た

履
歴
書
を
生
涯
学
習
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
で
提
出
。郵
送
の
場
合

は
２
月
28
日（
月
）必
着
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課（
�
22

―
３
６
９
８
）

を
行
い
ま
す
。生
涯
大
学
校
は
県

内
に
５
学
園
あ
り
ま
す
が
、館
山

市
民
は
生
涯
大
学
校
南
房
学
園

（
南
総
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
西

側
）に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
南
房
学
園
の
二
次
募
集
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
入
学
資
格
／
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
県
内
在
住
の
60
歳
以
上（
昭

和
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）
。

　
募
集
学
科
・
募
集
人
員
／
福
祉

科
63
人
、生
活
科
22
人
、園
芸
科

14
人

　
授
業
料
／
一
般
課
程
年
額
１
万

８
千
円

　
入
学
案
内
配
布
場
所
／
生
涯
大

学
南
房
学
園
、市
高
齢
者
福
祉

課
、南
房
総
県
民
セ
ン
タ
ー
、安

房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、県
高
齢

者
福
祉
課

　
受
付
期
間
／
２
月
10
日（
木
）

か
ら
２
月
28
日（
月
）ま
で

　
問
合
せ
・
願
書
の
提
出
先
／
〒

260
―
０
８
０
１
　
千
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
666
―
２
　
千
葉
県
生
涯

大
学
校
事
務
局（
�
043
―
266
―
４

７
０
５
）

生
涯
大
学
校
南
房
学
園
で
二
次
募
集

ガラスも王冠も混ざっている

生後３カ月になると、
三種混合（病院で個別接種）とポ
リオ（春と秋の集団接種）も通知
が届きますが、
ＢＣＧを先に受けて！

ら せお 知


